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１． 事業概要

１）事業社名及び代表者名

      吉江総業有限会社

      代表取締役　　吉江　成能

２）所在地

・本社　

 〒３００－４５１５

 茨城県筑西市倉持１１２６

     ・リサイクルセンター

 〒３００－４５０６

 茨城県筑西市鍋山７５２－１（第一工場）

　　  茨城県筑西市鍋山７０９　　（第二工場）

 設  立：昭和６３年１２月

 資本金：３,０００万円　

３）環境管理責任者及び事務局

　　　EA-21責任者：小野田　道雄

　　　EA-21事務局：吉江　道子

　　　EA-21事務局：野村　政史 

  ４）連絡先

      TEL　：　０２９６－５２－５５７８

      FAX　：　０２９６－５２－５３５８

      E-mail: yoshie@yoshie-s.co.jp

      URL  :  http://wwww.yoshie-s.co.jp

５）処理料金

      廃棄物の種類により処理料金が異なります。　詳細は上記連絡先にお問合せ下さい。

６）事業活動の内容

      当社は、地球との共存をテーマに「エコリサイクル」、産業廃棄物をより有効に再利用し、

      人と自然の調和ある環境社会を目指し、より快適で、より豊かな生活とより良い環境作り

      のため、解体工事における徹底した分別、産業廃棄物の中間処理、リサイクルを積極的に

　　　推進しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　[建設業の許可の内容]　：

　　　総合建設業（特定）：茨城県知事許可（特-31）　第22025号

　　  許可年月日　Ｒ２．２．１５　有効年月日　Ｒ７．２．１４

　　  土木、解体、舗装工事

自 種 許 許 有 燃 汚 廃 廃 廃 廃 紙 木 繊 動 金 ガ コ及 鉱 が ば 感

治 別 可 可 効 え 泥 油 酸 ア プ く く 維 植 属 ラ ンび さ れ い 染

体 番 年 年 が ル ラ ず ず く 物 く ス ク陶 い き じ 性

号 月 月 ら カ ス ず 性 ず く リ磁 類 ん 産

日 日 リ チ 残 ず ｜器 業

ッ 渣 トく 廃

ク くず 棄

ず 物

茨城県 収集運搬業 00801030051 R3. 5.17 R8.  2.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○ ○

茨城県 処分業 00821030051 R2.  9.  8 R7.  5.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

茨城県 特管収集運搬業 00851030051 R5. 5.29 R10.  3. 30 ○ ○ ○ ○

茨城県 特管処分業 00871030051 R5. 5.29 R10.  3. 30 ○ ○ ○ ○

栃木県 収集運搬業　 00900030051 R4.12.28 R9. 12. 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

千葉県 収集運搬業 01200030051 R2.10. 26 R7.  9.  1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

東京都 収集運搬業 1300030051 R4. 9.24 R9.  9.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○

東京都 特管収集運搬業 1350030051 R4.10.22 R9.10.21 ○

埼玉県 収集運搬業 01100030051 R2. 10.1 R7.  8.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

[産業廃棄物許可の内容]
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・コンクリート等破砕　480トン/日　・廃プラ破砕　23.92トン/日　

・木屑破砕 37.2トン/日　・石膏ボード破砕　20.0トン/日

・蛍光灯・水銀灯破砕　3.1トン/日　・焼却処理　45.6トン/日

  許可年月日　Ｒ４.　４．　１　有効年月日　Ｒ６．　３.　３１　

  木、紙、廃プラスチック、繊維等,ガラス、陶磁器及び金属、

  粗大ごみ（木製家具、ベッド、畳、家電類）、感染性一般廃棄物

[一般廃棄物収集・運搬業の許可の内容] 　 ：筑西市　指令　第３４号            

  許可年月日　Ｒ４.　４．　１　有効年月日　Ｒ６．　３.　３１　

  一般廃棄物（粗大ごみ）等

[一般廃棄物処理業の許可の内容]     　　 ：筑西市　指令　第３９号

[中間処理能力]

自 種 許 許 有 燃 汚 廃 廃 廃 廃 紙 木 繊 動 金 ガ コ及 鉱 が ば 感

治 別 可 可 効 え 泥 油 酸 ア プ く く 維 植 属 ラ ンび さ れ い 染

体 番 年 年 が ル ラ ず ず く 物 く ス ク陶 い き じ 性

号 月 月 ら カ ス ず 性 ず く リ磁 類 ん 産

日 日 リ チ 残 ず ｜器 業

ッ 渣 トく 廃

ク くず 棄

ず 物

茨城県 収集運搬業 00801030051 R3. 5.17 R8.  2.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○ ○

茨城県 処分業 00821030051 R2.  9.  8 R7.  5.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

茨城県 特管収集運搬業 00851030051 R5. 5.29 R10.  3. 30 ○ ○ ○ ○

茨城県 特管処分業 00871030051 R5. 5.29 R10.  3. 30 ○ ○ ○ ○

栃木県 収集運搬業　 00900030051 R4.12.28 R9. 12. 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

千葉県 収集運搬業 01200030051 R2.10. 26 R7.  9.  1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

東京都 収集運搬業 1300030051 R4. 9.24 R9.  9.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○

東京都 特管収集運搬業 1350030051 R4.10.22 R9.10.21 ○

埼玉県 収集運搬業 01100030051 R2. 10.1 R7.  8.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○

[産業廃棄物許可の内容]
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７) 適用事業範囲

全組織（本社、リサイクルセンター第一工場・第二工場）

　  　全活動（一般廃棄物・産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬・処理及び

　　　再資源化、土木工事、舗装工事、解体工事）

　　　全従業員（１8人）

全社を対象に取り組んでいます。

９）収集運搬車輌及び許可番号

・１,２５ｔキャブオーバー ・・・・・１台　・クレーン車・・・・・・・１台

・２ｔキャブオーバー  ・・・・・・・２台　・２ｔダンプ   ・・・・・ ２台

・４ｔキャブオーバー  ・・・・・・・１台  ・３ｔダンプ  ・・・・・・１台

・８ｔキャブオーバー  ・・・・・・・１台  ・４ｔダンプ  ・・・・・・２台

・中型吸引車  ・・・・・・・・・・・１台　・１０ｔダンプトラック・・５台

・大型吸引車  ・・・・・・・・・・・２台　・トレーラー・・・・・・・２台

・４ｔ車脱装置付コンテナ専用車・・・１台　・タンク車  ・・・・・・・３台

・８ｔ車脱装置付コンテナ専用車・・・２台　・清掃車  ・・・・・・・・１台

・１２ｔ脱着装置付コンテナ専用車・・３台　・冷蔵 冷凍車 ・・・・・・１台

・１２ｔキャブオーバー  ・・・・・・１台

許可番号：産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬

統一許可番号 ： ０３００５１

８）事業規模

活 動 規 模 単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

中　間　処　分　量 ｔ 13,312.22 15,583.98 13,079.45

収　集　運　搬　量 ｔ 6,765.61 9,433.34 8,418.30

売　上　高 　百万円　　　　　　　　547 753 692

従　業　員 人 15 15 18

床面積（事務所） ㎥ 279.82 279.82 279.82

敷 地 面 積 ㎥ 103,114 103,114 103,114

5 



１０）環境関連技術資格の名称と取得人数

　　　　・産業廃棄物中間処理施設技術管理者　　　　　 ２名

　　　　・産業廃棄物焼却施設技術管理者　　　　　　　 ２名

　　　　・廃棄物の焼却施設に関する業務　　　　　　　 ４名

　　　　・特定粉じん作業特別教育規定修了者　　　　　 ９名

　　　　・石綿作業主任者　　　　　　　　　　　　　 　１名

　　　　・石綿取扱い作業従事者　　　　　　　　　　 　４名

　　　　・特定化学物質等作業主任者              　   ２名

　　 建設関連技術資格の名称と取得人数

　　　　・一級土木施工管理技士　　　　　 　　　　　　１名

　　　　・二級土木施工管理技士　　　　　　　 　　　　２名

　　　　・一級機械施工管理技士　　　　　　　 　　　　１名

　　　　・二級機械施工管理技士　　　　　 　　　　　　２名

　　　　・二級建築施工管理技士　　　　　　　　　 　　２名
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1 . 環境方針の策定

2 . 経営資源の準備,EA-21責任者の任命

3 . 代表者による全体の評価と見直し

4 . 環境活動レポートの承認

5 . 環境目標及び環境活動計画承認

1 . EA-21ｼｽﾃﾑの確立、実施推進、維持管理

2 . 環境への負荷及び取組への自己ﾁｪｯｸ実施

3 . 環境目標及び環境活動計画の策定

4 . 環境活動レポートの作成

5 . EA-21に関する実施把握と報告

6 . EA-21環境経営マニュアルの作成

1.EA-21責任者の補佐業務

委員長：吉江 成能 2.環境関連法規の取りまとめ

ﾒﾝﾊﾞｰ：小野田　道雄 吉江 　道子  及び遵守事項確認

吉江　道子/篠原　寛 野村　 政史 3.教育･訓練計画の策定と実施

川崎　登喜夫　 （緊急対応訓練含む）

2.EA-21に関する審議 吉江　元希 4.教育文書及び記録の作成管理等

野村　政史 5.その他EA-21に関する業務

管 理 職

吉江総業有限会社　EA-21推進組織図

代表者（社長）

吉江  成能

人　員

２名　

４名　

一　般

役　員
（１名管理職兼務）

EA-21事務局

EA-21 責任者

小野田  道雄

責
任
者

1.環境目標及び環境

事務部門

EA-21委員会

建設部門

川崎　登喜夫

事務部門

リサイクルセンター　　　 本　社

 活動計画の結果確認

小野田　道雄

収集運搬部門

合　計

１３名　

責任者に従い環境
活動

吉江　道子

EA-21責任者の補佐
業務,その他EA-21
事業関連事務の統
括。

吉江　道子

電力,水,灯油,ガス
等の節減

１８名　

所
属
員

役
割

経理、その他諸
事務

責任者に従い
環境活動

電力、灯油、
ガソリン等の節
減

削
減
内
容

建設現場での環境配
慮。徹底的な分別解
体、現場での安全管
理

重機燃料,電気,水等
の節減,建設副産物
の削減

責任者に従い環境活
動。

重機、焼却炉燃料
削減

責任者に従い環境
活動

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等に
よる燃料節減
効率的な配車管理

収集運搬車燃料
削減

責任者に従い環境
活動

中間処理部門

小野田　道雄

第1,第2工場破砕
部門,焼却部門の
環境関連活動の
統括。
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２． 環境方針

環 境 方 針  

 
   吉江総業有限会社は、地球環境の保全が我々に課せられた使命と 

   確信し、地球との共存を当社の理念と掲げ、事業活動のあらゆる 

   分野で、環境に配慮した行動に勤め、地域社会に貢献いたします。 

 

 １．当社は廃棄物収集運搬及び処分業、並びに建設業の事業活動を通じて、環境マネジメント

システムを構築し、環境活動を定め継続的な改善に努めます。 

 

 ２．関連する環境の法規制を遵守すると共に、行政機関、団体、地域等の要請に協力します。 

 

３．経営における課題とチャンスに取り組みます。 

  

４．廃棄物の収集運搬業、処分業および建設業において環境に与える影響を削減するために  

   次の事項に対して優先的に取組みます。 

 

① 重機・車両のエコ運転による、省エネ、排気ガスの抑制 

② 廃棄物を“最大限”再資源化し、リサイクル率を向上 

③ 作業の効率化を図り、廃棄物、燃料、電気、水資源等の削減 

④ グリーン購入の促進 

 

５．廃棄物の適正処理は基より、循環型社会の構築に努めます。 

 

 ６．環境保全に関する啓蒙、啓発および地域への社会貢献に努めます。 

 

 ７．この環境方針は全従業員に周知し、環境活動レポート等を通して一般に開示します。 

 

       2006 年  4 月 24 日 制定 

       2010 年  4 月  1 日 改訂 

2021 年 12 月 16 日  改訂 

       吉江総業有限会社 

       代表締役  
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2.環境への負荷の状況(産業廃棄物及び建設業)　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　※二酸化炭素排出量に含まれる電力の排出係数は2019年度東京電力の実排出係数0.457を使用

単　位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

【二酸化炭素】 kg－CO2 1,209,012.46 1,036,227.57 1,003,381.66

kg－CO 0 0 0

資源投入量 ｔ 0 0 0

循環資源投入量 ｔ 0 0 0

上水 ㎥ 305 412.0 321.0

工業用水 ㎥ 0 0 0

地下水 ㎥ 0 0 0

Kg 0 0 0

Kg 0 0 0

収集運搬量 ｔ 4,657.59 7,605.24 5,588.36

中間処理量 ｔ 13,312.22 15,583.97 13,079.45

　うち再資源化等量 ｔ 5,244.87 8,203.57 7,065.38

最終処分量 ｔ 466.07 624.14 977.58

中間処理後の産廃処分量 ｔ 2,406.16 2,078.14 3,148.47

内再資源化等量 ｔ 1,940.09 1,454.00 2,170.89

再使用 ｔ 0 0 0

再生利用 ｔ 1,940.09 1,454.00 1,130.02

熱回収 ｔ 0 0 0

単純焼却 ｔ 0 0 0

その他 ｔ 0 0 0

廃棄物最終処分量 最終処分量 ｔ 466.07 624.14 507.41

公共用水域 ㎥ 0 0 0

下水道 ㎥ 0 0 0

BOD ｇ 0 0 0

総排水量

受託した産業廃棄物の処理量

温室効果ガス排出量

物質使用量

水使用量

化学物質使用量

廃棄物等総排出量
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４．処理フロー（工程図）

■建設廃材（廃木材、廃プラスチック）焼却設備

■廃蛍光管処理施設

10 



■コンクリート・アスファルト廃材リサイクル施設

■木片・プラスチック類等の破砕施設

■石膏ボード破砕選別施設

11 



５.環境目標

環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定した。

目標設定については、２０２０年度のデータを基準値としており、焼却炉燃料（重油）と

グリーン購入以外は、設定したパーセント値分の増減により目標値を短期及び中期目標に

      反映させている。建設部門（弊社ではほとんど解体工事）における各現場での電力及び燃料

      使量等は現状では把握の区別化ができないので、把握可能の建設廃棄物に着目しその削減を

      目標として設定した。環境保全取組実施率については、当然日々行っていることであること

      を考慮して前年度同様、取組みからはずしてあるが、当然重要視している事は勿論である。

＊ＰＲＴＲに該当する化学物質の使用はありません。
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環境目標

2020年度基準値と単位 2022年度 2023年度 2024年度

0．二酸化炭素排出量の削減
全組織

1.夜間照明の見直し

　　※2021年度東京電力 1,207,803.44 1,207,803.44 1,207,803.44 2.未使用時の電気消灯の徹底

　　実排出係数0.457を使用 3.空調温度管理(室温：夏28度冬20度)の徹底

工場・事務所 0.2％削減 0.2％削減 0.2％削減 4.節電シール等の表示及び表示確認

144.32Kwh/t 144.031 144.031 144.031 5.焼却炉稼働平準化に努力

本社事務所 0.5％削減 0.5％削減 0.5％削減 6.外灯LED設置

16,448kwh 16,365.76 16,365.76 16,365.76

1.アイドリングストップの徹底

2.効率の良い配車スケジュールの検討実施

3.車両燃料使用量と走行距離のチェック

4.車両整備による維持管理

1.日常点検の実施

2.重機のアイドリングストップ

（朝の始動時を除く）

3.重機の効率的使用

中間処理焼却炉(重油） 4.重機の平常時エンジン出力を低設定化

5.使用量（軽油、重機）の日次の提出

本社事務所(ガソリン） 0.3％削減 0.3％削減 0.3％削減 1.アイドリングストップの徹底

688.34L 686.27 686.27 686.27 2.急発進、急停止の禁止

３．中間処理部門 1.適切な温度管理

（熱の有効利用率の向上） 2.効率の良い焼却物の投入

(廃プラ＋廃油)/焼却物量 3.分別処理の徹底

4.顧客への分別処理の徹底

5　．　建設部門 1．解体作業における分別の徹底

建設廃棄物の削減 2．解体工事時における環境配慮

1048.91t 1043.66t 1043.66t 1043.66t
3．新規顧客の開拓 （工事受注の努力）

1.車両の洗車時間の短縮化徹底

2.節水こまの取付

3.節水シール等の表示

4.冬場の凍結による水道管破裂の防止

1.事務用品の購入

（古紙率の高いコピー用紙・名刺）

2.エコマーク商品の優先購入

3.液体洗剤の詰替可能な製品の購入

4.エコ作業着への切替

5.再生材料製品の優先的購入

実  施  項  目

45.13% 45.63% 45.63% 45.63%

422.875 422.875 422.875

0.5％削減

      (年間使用量)

0.3％削減 0.3％削減

425㎥

2.8908

取組み項目

１．電力使用量の削減

２．燃料使用量の削減

0.5％向上0.5％向上

2.8995L/ｔ

6.9673L/t

0.3％削減

2.8908

収集運搬車両燃料（軽油）

中間処理重機(軽油）

6.9603

環    境    目    標

1,209,012.46Kg-CO2

0.5％向上

0.1％削減

６．水資源使用量の削減 

７．ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進 2020年度　95品目

97

0.5％向上

97

2品目増 2品目増 2品目増

97

24,000L

24,000 24,000 24,000

6.9603 6.9603

0.1％削減0.1％削減

2.8908

0.5％削減0.5％削減

0.5％削減 0.5％削減 0.5％削減 0.5％削減
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６． 実 績 

　　 環境目標に対する達成状況は以下の通りとなった。

 　　　(ア) １．実績値は、２０２２年度対象期間（2022年 4 月 1 日～2023年 3 月 31）と、

　　　　　　　　基準値２０２０年度の同期間の値と比較する。

　　  （イ）２．単位量は、処理量又は収集運搬量トン当たりの値とする。

２０年度 ２３年度

(基準) 目標 実績 評価 目標

工場 2,010,885/13,961.47 1,668,159/13,079.46

事務所 144.031 127.54

目標削減率（%） 0.20% 99.80% 88.55% 99.80%

Kｗｈ 16,448 16,365.76 11,596.00 16,365.76

目標削減率（%） 0.50% 99.5% 70.86% 99.50%

2)燃料使用量の削減 47,138/6,772.4 53,567.2/8,418.3

　①収集運搬燃料 （軽油） 6.9603 6.3632

目標削減率（%） 0.10% 99.90% 91.42% 99.90%

40,399/13,975.02 32,941.5/13,079.46

2.8908 2.5186

目標削減率（%） 0.30% 99.70% 87.12% 99.70%

24,000

L 688.34 686.27 513.90 686.27

目標削減率（%） 0.30% 99.70% 74.88% 99.70%

3)廃棄物削減とリサイクル化 3,434.018/7,504.45 2,035.24/5,290.371

　①熱の有効利用率向上 45.63% 38.47%

目標増加率（%） 0.50% 100.5% 84.31% 100.50%

4）建設部門 ｔ 1,048.91 1,043.66 221.61 1,043.66

建設廃棄物の削減 目標削減率（%） 0.50% 0.50% 21.23% 99.50%

年間使用量 425.000㎥ 422.875㎥ 321.000㎥ 422.875㎥

目標削減率（%） 0.50% 99.5% 75.91% 99.50%

品目 95 97 105 97

目標増加数 2 2 8 2

〇

〇

〇

6.9673

2.8995

1,208,012.46 1,207,803.44

L/ｔ

（重油）

1,003,381.66

24,000 24,000 4,000　③処理施設焼却炉燃料

　②処理施設重機燃料の削減 （軽油）

L

2.8908

6)グリーン購入の促進

廃ﾌﾟﾗ＋廃油／焼却物量

　④本社ガソリンの削減

5）水資源使用量の削減

〇

〇

〇

×

45.13%

〇

0）二酸化炭素排出量の削減

本社

項目
２２年度

45.63%

L/ｔ

　Kwh/ｔ 144.031

〇

〇

144.32

1)電力使用量の削減

Kg－CO2

〇

1,207,803.44

6.9603
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７．主要な環境活動計画の内容

３ヶ月毎に委員会を開き、その場において環境経営責任者のもとに活動計画の現状分析、

検討、及び助言等を行い、適宜是正報告により是正措置を講じている。

　　　１）、２）に二酸化炭素の削減において負荷の高い電力と化石燃料、３）に廃棄物の

　　　削減リサイクル化として熱の有効利用率の向上、建設廃棄物の削減 、４）に水資源量

　　　の削減、５）にグリーン購入の促進の順に以下にそれぞれ関して記す。

　　 １） 電力使用量の削減

①    電気未使用時の消灯の徹底（昼休み等）

②    昼光の効果的使用及び工場夜間照明の見直し

③    空調温度管理の徹底（室温：夏期28℃・冬期20℃）

④    空調設備フィルター等定期清掃の実施

⑤    省エネ蛍光管の使用

 ⑥ 焼却炉稼働の平準化に努力

　　２） 燃料使用量の削減

　　   　　① アイドリングストップの徹底、車両の空気圧調整（収集運搬車・重機・社用車）

　　   　　② 効率の良い配車スケジュールの検討と実施

          ③ 収集運搬車両の燃料使用量と走行距離のチェック＜燃費等チェック＞

　　　 　  ④ 重機の燃料使用量(軽油)の使用量の把握

　　　 　  ⑤ 重機の効率的使用

　　３） 廃棄物削減とリサイクル

      ・ 収集運搬時の分別収集（顧客に依頼、要請）

      ・ 営業強化による新規顧客の確保

      ・ 既存顧客の取引内容の見直し・改善

 　　　 　・事務所内での両面コピー・裏紙使用（社外用は除く）・不要コピーの廃止

<熱の有効利用率向上>

・  廃棄物の分別の徹底化

・  適切な焼却物の投入

・  徹底した焼却炉の温度管理、時間帯毎の温度の記録

　　　 <建設廃棄物の削減>

・  解体工事における徹底的な分別

・  環境に配慮した解体工事の施工の徹底
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　　４） 水資源使用量の削減

         当社では、処理施設に使用する水資源は地下水と雨水によって賄われており、

      　 公共用水は事務所での使用となっている。削減に関しては次のような設定をした。

　       ※本社事務所での削減は目標には設定しないが節水努力は引き続き行う。

                ① 節水こまの取付け確認

                ② 節水シールの確認

　　５） グリーン購入の促進

         グリーン購入品は事務用品の使用頻度が高く、必要品は積極的に使用していく。

　　　　 ①グリーン・エコマーク商品の優先的購入

　　　   ②液体洗剤等詰替え可能な製品の購入

　　　   ③該当商品であっても、不必要品は購入しない

　　　　 ④エコに配慮した作業着への切り替え

　　　　 ⑤再生材製品を優先的に購入

         環境保全取組実施率の向上については以下のようなことを行っているが、当然日々

         行うべきものであり、社内的に意識も根付いている等を考慮し、目標としては設定

         していない。

　　　　  ・ 教育訓練の実施

                教育・訓練に関しては、通常はＥＡ－２１責任者、関係部署より、また随時社長

               より報告・連絡・相談に基づき指導をしている。

               また外部機関による講習会等には積極的に参加させている。

         ・工場見学の受入 ・工場周辺の清掃作業、植樹等
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８． 環境活動取組結果の評価及び次年度の取組内容

　　　・電力使用量の削減

  　　  ＜工場・事務所＞　目標値を達成することができた。

目標値144.031Kwh/t　実績値127.54Kwh/tと16.49Kwh/t削減することができた。

前年は9か月経過時点で目標値を達成できていなかったが、今年度は1年間通じて

目標値を達成することができた。全社員一丸となって取り組んだ結果である。

次年度以降も、目標値を達成できるように努めてまいりたい。

   　　 ＜本社事務所＞　目標値を達成することができた。

目標値16,365.76Kwh　実績値11,596Kwhと4,769.76Kwh削減することができた。

事務所の電気使用量も1年間通じて目標値を達成できた。次年度も引き続き目標値

を達成することができるように努めていきたい。

　　  ・燃料使用量の削減

①収集運搬車両燃料(軽油) 目標値6.9603ℓ/t 実績値6.3632ℓ/t 　0.597ℓ/t削減

②中間処理(重機)燃料 目標値2.8908ℓ/t 実績値2.5186ℓ/t       0.3722ℓ/t削減  

③中間処理焼却炉燃料(重油 )目標値24,000ℓ 実績値4,000ℓ   　20,000ℓ削減

と3項目すべて達成できた。中間処理（重機）燃料は、9か月経過時点で目標値を

達成できていなかったが、最後の3か月で巻き返すことができた。

次年度以降も燃料使用量すべての項目の目標値を達成できるよう取組んでいきたい。

  　  ・本社ガソリン使用の削減

目標値686.27ℓ 実績値513.9ℓ 172.37ℓ削減と目標値を達成することができた。　

引続き目標値を達成できるように努めてまいりたい。

　　  ・熱の有効利用率向上

目標値45.63％ 実績値38.47%  7.16％目標値を下回ってしまった。この項目は、

搬入される廃プラスチックと廃油を再利用し、焼却物をどれだけ効率よく燃焼させる

ことができているかを数値化したものである。下回った原因として、企業活動の減退

により廃プラスチックや廃油の搬入が減少しているためと思われる。そのような状況

の中、目標値より7.16％の減少幅にとどめることができた。

次年度以降は、目標値を達成できるように努めてまいりたい。

　　  ・水資源使用量の削減

目標値422.875㎥ 実績値321㎥  101.88㎥削減することができた。

引続き目標値を達成できるように努めてまいりたい。
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　　  ・グリーン購入の促進

目標値97品目 実績値105品目と無駄なくエコ商品等を購入することができた。

引続き目標値を達成できるように努めてまいりたい。

9. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　当社に係る環境関連法規及び条例は下表の通りであり違反はなかった。

　　又、関係機関からの指摘・訴訟・地域住民からの苦情は過去3年間なかった。

主な適用法規 該当する活動・設備・施設 遵守状況

・一般・産廃・特管廃棄物収集運搬業許可証、更新

・中間処理業許可証、更新、実績報告

・排出事業者との契約、マニフェスト管理

・マニフェスト交付状況報告

・施設の維持管理基準の遵守

・解体業の届出

・分別解体及び再資源化

騒音・振動規制法 ・特定施設設置届（騒音・振動）

茨城県公害防止条例 ・区域の騒音・振動規定基準遵守

・ばい煙発生施設設置の届出

・特定施設設置の届出

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類特別設置法 ・ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類排出基準の遵守

消 防 法 ・少量危険物取扱の届出

　　筑西市広域市町村圏 ・施設の維持管理

　　事務組合火災予防条例

フロン排出抑制法 ・第一種特定製品簡易点検

関係省告示第十三号

遵守確認済
大気汚染防止法

遵守確認済

遵守確認済

廃棄物処理法

建設リサイクル法

遵守確認済

遵守確認済

遵守確認済
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１０）社長による全体の評価と見直し

　環境活動目標１０項目のうち９項目を達成することができた。これも全社挙げて取組んだ結果

である。次年度以降もエコアクション２１責任者を中心に、経営環境を自主的・積極的に推進し

継続的な環境負荷の削減に取組んでいってほしい。

これからも経営の中に環境への取組を位置づける環境経営を行うことで、二酸化炭素排出等の削

減に取組み、社会全体としての環境負荷の低減に貢献していきたい。

　　現在の取り組の方向性は妥当と考える。よって環境方針、環境目標、環境活動計画、環境

　　経営ステムの変更は不要と判断した。

<<見直しのための報告事項>>

・環境目標

・環境活動計画表

・環境目標/環境目標管理表

・環境関連法規制等一覧／遵守状況のチェック結果

・緊急対応手順と訓練結果

・問題点の是正／予防措置報告書

・外部環境情報記録表

・環境への取組の自己チェック結果

・環境への負荷の自己チェック結果

　　　次年度の取組み内容に関しては、今年度の取組を継続するが、特に処理量及び収集運搬量

　　を確保し、更に工事受注を取るべく努力していきたいと考えている。

代表取締役　吉江　成能

2023年4月30日
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